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～中畑小学校運動会～
　　晴れ渡る青空の下、町内４つの小学校で運動会が開催されました。

◇「田植え体験」が開催されました◇「田植え体験」が開催されました
◇  第７次矢吹町まちづくり総合計画を策定しました◇  第７次矢吹町まちづくり総合計画を策定しました
◇「プラチナ婚」「ダイヤモンド婚」「金婚」の申し込みは７月５日までです◇「プラチナ婚」「ダイヤモンド婚」「金婚」の申し込みは７月５日までです
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三神小学校 中畑小学校

運動会スナップ運動会スナップ5/18

田んぼの学校

矢吹小学校・善郷小学校・中畑小学校

三神小学校

　矢吹町大池地内にて「田んぼの学校」が開校され、矢吹小学校・善郷小学校・中畑
小学校の５年生児童127名が参加しました。田んぼの学校校長を務めるのは、矢吹
町お米PR大使の大

おお

桃
もも

美
み

代
よ

子
こ

さん(H29年10月就任)、教頭は水田を提供している芳
は

賀
が

勝
かつ

雄
お

さんです。
　東京農業大学とヤマザキ動物看護大学の学生、ＪＡ東西しらかわ農青連と同西部
営農センター、やぶきぐるぐるNowker's等、多くの皆さんのサポートを受けて、コシ
ヒカリの田植えとカブトエビの卵を放流しました。児童らが植えたコシヒカリは、10
月の収穫時に自分たちの手で刈り取りを行い、学校給食にも提供される予定です。

　６月１４日（金）、ＪＡ夢みなみ三神支店農青
連主催の「田んぼの学校」が沢尻地内の水田
で開校されました。
　田植え前には、農青連三神支部長の藤

ふじ

井
い

貴
たか

之
ゆき

さんより田植えについての注意点が説明さ
れ、その後、三神小学校の５年生児童19名が
「ひとめぼれ」の田植え体験を行いました。
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「田植え体験」が　　開催されました「田植え体験」が　　開催されました
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善郷小学校 矢吹小学校

～練習の成果を精一杯発揮し、
　いきいきした表情をたくさん見せてくれました～

三鷹市・矢吹町姉妹市町締結60周年記念事業

　三鷹市と矢吹町の姉妹市町交流事業「神の田んぼで米作り体験会」が神田地区で開催され、三鷹市（三鷹市
アドベンチャーだっしゅ村実行委員会）と矢吹町の関係者約130名が参加しました。
　三鷹市と神田地区の子供約60名は、田んぼに酒米の苗を植え、季節のイベントとしてニジマスのつかみ取り
体験をしました。捕まえたマスは、神田農事組合や地域の協力により塩焼きにして参加者でおいしくいただき
ました。
　田んぼで収穫された酒米は、大木代吉本店で仕込まれ、町オリジナル日本酒「開拓のうた」が造られる予定
です。
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米作り体験「田植え体験」が　　開催されました「田植え体験」が　　開催されました
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　将来像を実現するために６つの「まちづくりの柱」を定め、総合的かつ戦略的に多様な幸せが実感できるまちづくりを進

めるとともに、誰ひとり取り残さず、地域課題を包括的に捉え、持続可能な地域の再構築・経済発展を実現するために、デ

ジタル技術を活用したまちづくりを進めます。

まちづくりの柱 政　　　　策 主　な　事　業

① 子育て・教育・

　文化・スポーツ

●子育て支援の充実

●乳幼児期における支援の充実

●学校教育の充実

●生涯学習・生涯スポーツの推進

●文化・芸術の振興

○妊婦支援事業

○育児支援活動事業

○学力向上対策事業

○学校等規模適正化推進事業

○複合施設管理運営事業

② 地域産業・雇用

●農林業の振興

●商業の活性化

●産業振興と就労支援

●観光の振興と交流の活性化

○農業担い手育成総合支援事業

○森林環境整備事業

○商業活性化対策推進事業

○地域ブランド化推進事業

③ 健康福祉

●健康づくりの推進

●保健・医療の充実

●地域福祉と社会保障の充実

●高齢者福祉の充実

●障がい者福祉の充実

○町民検診事業

○地域救急医療体制整備事業

○高齢者福祉サービス事業

○障がい者自立支援事業

④ 生活基盤

●防災・減災対策の充実

●安全で快適なまちづくりの推進

●道路施設と上水道及び河川・下水道の整備

●交通・防犯対策の推進

○危険空き家対策事業

○定住促進事業

○若者住宅取得助成事業

○生活道路整備事業

⑤ 環境
●自然に親しむ空間づくりの推進

●循環型社会の構築

○自然環境保全事業

○公園整備事業

○ごみ減量化推進事業

⑥ 行財政

●官民協働によるまちづくりの推進

●人権の尊重

●健全な行財政運営

○行政区活動支援事業

○窓口サービス向上事業

○ふるさと思いやり基金事業

　矢吹町は高速道路・鉄道・空港等の交通体系に恵まれており、近隣市町村等への通勤・通
学をはじめ、首都圏等へのアクセスも充実しており、交通利便性などから地域の拠点として
の役割も担っています。さらに、広大な自然や季節によって様々な彩りを見せる美田を有す
るとても暮らしやすい町です。第7次矢吹町まちづくり総合計画では、矢吹町の特徴を最大
限に活かし、未来を見据えた魅力あるまちづくりを行うために、「人が集い	みんなで育み・学
び・支え合う	さわやかな田園のまち	やぶき」を町の将来像に掲げ、今後8年間のまちづくり
に取り組むこととしました。
　今後の町政運営は、人口減少を不可避な流れとして甘受せずに、取組次第で「変える」こ

とのできるものと確信して、未来を見据え、地域の課題が顕著になる前から対策を講じ、限りある人財とデジタル技
術を有効に活用した地域への変化が必要であります。
　町民・行政・議会が一体となったまちづくりを進め、大好きな矢吹町をみんなで創り上げていきましょう。

矢吹町長
蛭 田 泰 昭
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企画・デジタル推進課　企画調整係　☎（21）9110問い合わせ

第７次矢吹町まちづくり総合計画を策定しました第７次矢吹町まちづくり総合計画を策定しました

　総合計画は、まちづくりの方向性を示す矢吹町の最上位計画です。
　８年間の基本構想と前期４年、後期４年の基本計画で構成され、実施計画により中期的な視点に基づき、各
施策・事業の効率的・効果的な実施に向けた進捗管理を行います。

　デジタル化や物価高騰、感染症対策、世界共通の目標であるSDGsへの取り組みなど、新たな課題への対応が求められ
る中、持続可能な矢吹町の実現に向けて、「第７次矢吹町まちづくり総合計画」を策定しました。

第７次矢吹町まちづくり総合計画（令和６～１３年度）とは

将 来 像

まちづくりの基本理念

「人が集い みんなで育み・学び・支え合う さわやかな田園のまち やぶき」

「共生・調和・挑戦　未来を見据えた持続可能なまちづくり」

　まちづくりの基本理念に基づき、町民・事業者・行政がお互いの強みやコミュニティの絆を活かした協働のまち
づくりを進めることで、本町の魅力をさらに伸ばしていくことが必要です。活力と希望に溢れた８年後の将来像に
むけて、都市部を上回る利便性と魅力を備える新たな地方像を実現するため、地域の豊かさを活かし、幸せに暮ら
せる社会への転換を目指し取り組みます。

重点方針 　限られた人財と財源を有効活用するとともに、効果的にデジタル技術を活用しながら、前期基本
計画の４年間に、特に重点的・分野横断的に取り組む６項目を重点方針に定めました。

子育て支援事業 企業誘致促進事業 公共交通推進事業
「若い世代、子育て世代に選ばれるま
ち」を目指し、子どもを安心して産み育
てられる相談体制の構築、経済的支援
の拡充等、子育てしやすい環境整備や
移住定住者の増加につながる取り組
みを進めていきます。

交通利便性等の立地特性を活かした
多様な産業が集積するまちを目指し、
企業誘致を推進することで、雇用の確
保を図るとともに、財政基盤の強化に
向けて取り組みを進めていきます。

高齢者福祉の向上のため、安全に町内
を移動する足となる地域公共交通の
充実に向け、行き活きタクシー事業の
推進とあわせて、AI活用型オンデマン
ドバスの実証運行等の取り組みを進
めていきます。

遊水地整備事業 国道４号４車線化整備事業 デジタル田園タウン構想事業
誰もが安全・安心に暮らせるまちを目
指し、整備後の利活用方法等につい
ても地域全体で考えながら「造って良
かった」と実感できる整備となるよう
取り組みを進めていきます。

利用者にとって安全で利便性が高く、
わかりやすい道路整備となるよう努
め、町内を素通りされるだけとしない
ため、地域全体の発展につながる取り
組みを進めていきます。

行政のデジタル化を推進し、町民が
「前よりも便利になった」と実感でき
るような行政サービスの実現や行政
事務の効率化に向けて取り組みを進
めていきます。

基本計画

実施計画

基本構想
8 年後の町の将来像、これからの町の方向性

基本構想を実現するための政策・施策・事務事業

基本計画に基づいた事務事業の実施
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マイナンバーカードの平日夜間と休日の申請及び交付についてマイナンバーカードの平日夜間と休日の申請及び交付について

※当日はマイナンバーカード申請及び交付のみの業務となります。予約をされないと申請・交付ができませんのでご注意
ください。
　予約受付時間：平日　午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　　　　　　電話　０２４８（４２）２１１４ 
◆平日臨時夜間交付日時　：　７月17日（水）・31（水）　　　　午後５時15分～７時
◆休日臨時日時　　　　　　：　７月７日（日）・８月４日（日）　午前８時30分 ～正午
◆臨時開庁場所　　　　　　：　総合窓口課（役場１階）

総合窓口課　窓口係　☎（42）2114問い合わせ

申請・問い合わせ 矢吹町教育委員会（教育振興課　学校教育係）　☎（44）4400

　町では、本町の未来を担う若者の定住促進を図るため、町内に定住して就業し、奨学金を返還している方
を対象として、奨学金返還のための補助金を交付します。

 矢吹町奨学金返還支援事業のお知らせ 矢吹町奨学金返還支援事業のお知らせ

【補助金額】
申請年度内に返還した奨学金の返還金の額とし、年額12万円を限度とします。（千円未満切り捨て）

【申請受付期間】　１０月３１日（木）までに認定申請書を提出してください。

【注意点】　上記「対象者」の条件を満たす方であれば、最大で８年、補助が受けられますが、補助申請は毎年提出して
いただく必要がありますので、ご注意ください。
　なお、申請が２年目以降の方は、提出書類の一部（上記（１）・（２）・（５））の提出が不要となります。

【対象者】
　この制度の対象となる方は、次の要件を全て満たす方で
す。

（１） 大学等に進学し、在学している期間に奨学金 の貸与
を受けた者（※奨学金は日本学生支援機構、福島県、
矢吹町等が貸与を行う奨学金が対象となります。）

（２） 大学等を卒業したもので、申請する年度の末日におい
て満35歳未満の者

（３） 正規雇用にて就業し、継続して勤務している者（自ら
事業を営む者については２年目の申請以降、申請する
年度の前年の収入が１３０万円以上あること。）※

（４） 町内に住所を有し、補助金を申請する年度の末日ま
で継続して居住する者

（５） 本町の町税等及び奨学金の返還を滞納していない者
（６） 他制度による補助金等を受けていない者
（７） 暴力団等に関係していない者
※ただし、公務員の方を除きます。

【申請方法・提出書類】
　申請受付期間内に「矢吹町奨学金返還支援事業補
助金交付対象認定申請書」に次の（１）～（４）の書類
を添付の上提出し、補助金交付の対象者として認定を
受けてください。

（１）大学等が発行する卒業を証明する書類の写し
（２）奨学金の借入額及び返済予定額が確認できる書

類の写し
（３）就業証明書、自ら事業を営む者にあっては自ら事

業を営むことを証する書類（登記事項証明書、開
廃業等届出書等の写し）、自ら事業を営む者の２
年目以降の申請については前年の収入を証明す
る書類（確定申告書の写し）

（４）個人情報取扱いに関する同意書
（５）奨学金を返還している通帳の写し
※申請書類は町ＨＰからもダウンロード可能です。

下記の臨時開庁日（事前予約が必要）をぜひご利用ください。
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保健福祉課から更新時期のお知らせ保健福祉課から更新時期のお知らせ

後期高齢者医療に加入している皆さんへ後期高齢者医療に加入している皆さんへ　　【保険証】の更新時期です【保険証】の更新時期です

■ 70歳から74歳の方が現在お使いの高齢受給者証は、今年の７月31日に有効期限を迎えるため、８月以降は使用でき
なくなります。新しい受給者証は「７月下旬に世帯主様宛て」でお送りしますのでご確認ください。

■ 有効期限の切れた古い受給者証は細断し破棄していただくか、役場又はKOKOTTOの回収箱にて回収いたします。
■ 医療機関等にかかるときは、「国民健康保険証」と「高齢受給者証」を両方提示してください。
　（なお、マイナンバーカードを保険証として利用する場合は、提示は不要です）
■ 令和６年12月１日までに70歳になる方には、誕生月に受給者証をお送りします。受給者証は誕生月の翌月から使用で

きます。（１日生まれの方は誕生月の前月に受給者証をお送りします。受給者証は誕生月から使用できます。）
■ マイナンバーカードと保険証の一体化により、令和６年12月２日から保険証や高齢受給者証等の取り扱いが変更とな

ります。令和６年12月２日以降に70歳になる方の高齢受給者証につきましては、改めて広報やぶきやホームページ等
で詳細をお知らせいたします。

　　～ 75歳以上の方と、65歳から74歳で一定の障がいのある方が対象です ～
■ 現在お使いの保険証(オレンジ色)は、今年の７月31日に有効期限を迎えるため、８月以降は使用できなくなります。新

しい保険証（ピンク色）は「７月下旬にご本人様宛」でお送りしますのでご確認ください。なお、マイナンバーカードと保
険証の一体化により令和６年12月２日付けをもって保険証は廃止となりますが、今回交付する保険証の記載内容に変
更がない限りそのまま有効期限である令和７年７月31日まで医療機関等でご使用いただけます。保険証廃止の詳細に
ついては、改めて広報やぶきやホームページ等でお知らせいたします。

■ 12月１日までに75歳になる方には、誕生日の前月に保険証をお送りします。保険証は、誕生日当日から使用できます。
■ 医療機関等にかかるときは、「後期高齢者医療被保険者証」（保険証）を提示してください。
■ 有効期限の切れた古い保険証は細断し破棄していただくか、役場又はKOKOTTOの回収箱にて回収いたします。

保健福祉課　国保年金係　☎（44）2300問い合わせ

国民健康保険に加入している70歳から74歳の皆さんへ国民健康保険に加入している70歳から74歳の皆さんへ　　【高齢受給者証】の更新時期です【高齢受給者証】の更新時期です

保健福祉課　福祉係　☎（44）2300問い合わせ

「プラチナ婚」「ダイヤモンド婚」「金婚」の申し込みには期限があります。「プラチナ婚」「ダイヤモンド婚」「金婚」の申し込みには期限があります。

　プラチナ婚（結婚70年）、ダイヤモンド婚（結婚60年）または金婚（結婚50年）を迎えられるご夫婦に表彰状と記念
品を贈呈いたします。
　対象となるご夫婦及び申し込み方法は、次のとおりとなりますので、該当される方は忘れずにお申し込みください。
　なお、お申し込みは「自己申告」となります。町から結婚年月日の確認及びお知らせは致しませんので、ご注意
ください。

対象者　①プ ラ チ ナ 婚･･･昭和29年1月1日～12月31日に結婚されたご夫婦
　　　　②ダイヤモンド婚･･･昭和39年1月1日～12月31日に結婚されたご夫婦
　　　　③金　　　　　婚･･･昭和49年1月1日～12月31日に結婚されたご夫婦
　　　　④対象年度より以前に結婚され、自己申告漏れで表彰を受けられていないご夫婦

申し込み方法　役場保健福祉課へ令和6年7月5日（金）までにお申し込みください。（電話でのお申し込みも可能です。）
　　　　　　　お申し込みの際は、ご夫婦の氏名、結婚年月日、年齢、住所、ご職業等を確認させていただきます。
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意見募集期限 令和6年6月18日（火）から7月19日（金）まで（郵便の場合は当日必着）

公表方法
①総務課（庁舎２階）、庁舎１階窓口付近、KOKOTTO、あゆり温泉での閲覧
②町ホームページでの公表

意見を提出できる方

①町内に住所を有する者
②町内に事務所、または事業所を有する個人および法人その他の団体
③町内に存する事務所、または事業所に勤務する者
④町内に存する学校に在学する者

ご意見の提出方法

　様式を総務課で受け取るか、または、町ホームページよりダウンロードし、必要事項を
記入の上、次のいずれかの方法で提出してください。（意見書の様式を参考に他の紙に記載
して提出いただいても結構です。）
※提出する際には、必ず住所及び氏名（法人その他の団体にあっては、所在地、名称及び

代表者の氏名）並びに連絡先を明記してください。ご記入がない場合は受付できません。
なお、電話や口頭でのご意見は受付できません。

１ 直 接 提 出：総務課（役場本庁舎２階）
２ 郵　　　送：〒969-0296 矢吹町一本木101番地
　　　　　　　 矢吹町役場　総務課
３ 電子メール：soumu@town.yabuki.fukushima.jp
４ F 　A　 X：0248（42）2587

ご提出いただいた

ご意見等の取扱い

　いただいたご意見への町からの回答は、町ホームページ等に掲載いたしますので、あら
かじめご了承ください。また、個人情報を含んだご意見、非建設的なご意見は公表いたし
ません。意見募集結果を公表する際、ご意見等の内容以外（提出者の氏名等）は、公表い
たしません。

矢吹町公正な職務執行の確保等に関する条例(素案)矢吹町公正な職務執行の確保等に関する条例(素案)
総務課　総務係　☎（42）2117問い合わせ

パブリックコメント募集

　町では、公正で開かれた町政の推進や町民参加によるまちづくりを目的として、「矢吹町公正な職務執行の確保等に関
する条例(素案)」に関する町民の皆さんからのご意見を募集しています。
　いただきましたご意見は、条例の制定に向けて参考とさせていただくとともに、町からの回答は町ホームページ等で公
表します(いただいたご意見への個別の回答は行いません)。
　「職員も町民もお互いに尊重される社会を目指す」ことが、本条例の基本理念でありますので、忌憚なきご意見をどうぞ
よろしくお願いいたします。

＜矢吹町公正な職務執行の確保等に関する条例（素案）の目的について＞
　全国的に法令に反する行為や社会通念上の許容範囲を逸脱した手段による要求や要望などの不当要求行為が増加し
ており、公平公正な事務の執行が妨げられる恐れがあることから、町民の皆さん、町長及び町職員の責務を明確にし、町
政に対する町民の信頼確保及び町職員の公正な職務執行を確保することを目的としています。
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都市整備課　都市計画係　☎（42）2116問い合わせ

木造住宅耐震制度のお知らせ木造住宅耐震制度のお知らせ

第１，２，３号様式は町ホー
ムページよりダウンロード、
または、都市整備課にてお
受け取りください。

改修助成制度

診断者派遣制度
　木造住宅の所有者で耐震診断を希望される方に、木造住宅耐震診断者を派遣する制度です。
■対象となる木造住宅（次のすべてに該当する住宅）
　１　所有者が自ら住居する住宅（所有者は町税等の滞納がないこと）
　２　昭和56年５月31日以前に着工された一戸建て木造住宅
　３　在来軸組工法、伝統的工法、枠組壁工法による木造３階建て以下の住宅
　４　過去に耐震診断を受けていない住宅
■耐震診断の申し込み
　募集受付　７月１日（月）～８月１日（木）（平日のみ）　午前８時30分～午後５時15分
　募集定員　１名（※先着）
　必要書類　①木造住宅耐震診断者派遣申込書（町ホームページからダウンロード、または、都市整備課にてお受け取り
　　　　　　ください。）　②付近の見取図　③各階平面図　④着工時期が確認できる資料（建築確認通知書の写し又
　　　　　　は登記簿謄本の写し）　⑤町税納税証明書　⑥住民票（所有者の抄本）
■耐震診断の費用負担
　個人負担　15,000円程度（診断費用の消費税相当額）
　※診断の結果、耐震基準に適合しない場合、次年度に耐震改修工事が可能です。

　耐震診断により耐震基準に適合しないと判断された木造住宅の耐震改修工事費の一部を補助する制度です。
■補助の対象となる工事
　○一般耐震改修工事…上部構造評価が1.0未満の住宅を1.0以上に改修する工事
　○簡易耐震改修工事…上部構造評価が0.7未満の住宅を1.0未満に改修する工事
　○部分耐震改修工事…上部構造評価が0.7未満の住宅を地震時の倒壊から所有者の命を守るため、部分的に居室を改
　　　　　　　　　　　修する工事
■補助金の額
　○一般耐震改修工事…工事費用の５分の４に相当する金額（上限100万円）
　○簡易耐震改修工事…工事費用の５分の４に相当する金額（上限60万円）
　○部分耐震改修工事…工事費用の５分の４に相当する金額（上限60万円）
■耐震改修の申し込み
　募集受付　７月１日（月）～８月１日（木）（平日のみ）　午前８時30分～午後５時15分
　募集定員　１名（※先着）
　必要書類　①木造住宅耐震改修促進事業補助金交付申請書（第１号様式）
　　　　　　②同意書　　　　　　　　　　　　　　　　　（第２号様式）
　　　　　　③収支予算書　　　　　　　　　　　　　　　（第３号様式）
　　　　　　④耐震診断の結果報告書の写し
　　　　　　⑤耐震改修工事施工計画に関する書類
　　　　　　　◦現況及び耐震改修施工後の案内図
　　　　　　　◦補強計画図その他の耐震改修工事の方法を示す図書
　　　　　　　◦耐震改修工事施工後の耐震診断の総合評価書（建築士の記名押印のあるもの。）
　　　　　　⑥補助対象経費その他経費が分かる耐震改修工事費の見積書
　　　　　　⑦登記事項証明書
　　　　　　⑧住民票（所有者の抄本）
　（注意）◦設計及び工事監理は、建築士の資格を有する方が行ってください。
　　　　◦耐震改修工事に関連しない工事費用は補助の対象外となりますので、同時に工事を行う場合は、見積書の金
　　　　　額を分けて作成してください。
　　　　◦耐震改修工事は、令和７年１月末までに完了してください。
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　矢吹町学校運営協議会（コミュニティ・スクー
ル）は、保護者・地域住民と校長・教職員が目標
やビジョンを共有し、地域と一体となって子ども
たちを育む「地域とともにある学校」を目的に、令
和元年に設置されました。
　５月２２日、学識経験者、企業関係者、保護者
代表、地域住民代表、地域学校協働活動推進員、
園長・校長などの委員28名が出席のもと、第１回
全体会が開催され、右表のとおり各部会の年間
を通して取り組んでいくテーマが決定しました。

 【令和６年度 矢吹町学校運営協議会の各部会の年間テーマ】

部　会 年　間　テ　ー　マ

矢吹小学校

・あいさつ上手な子どもを育てる
・本に親しみ、メディア使用の約束を守れる子ど
　もを育てる
・園・学校・町が好きな子どもを育てる

善郷小学校
・自分自身を見つめ、「自立」することのできる
　子どもを育てる

中畑小学校 ・思いやりをかたちに

三神小学校

・やぶきのきょういく「４つの提言」の実現に向
けて
～三神地区の強みをさらにパワーアップさせよう
～

矢吹中学校 ・郷土愛（矢吹創生学）
※上記テーマの他「子どもの学びの習慣化のための『４つの提言』」に
関する取組みも進めて行きます。

矢吹町学校運営協議会第１回全体会が開催されました。矢吹町学校運営協議会第１回全体会が開催されました。

中央公民館(KOKOTTO内)　☎（42）2829問い合わせ

　令和６年度矢吹町民文化祭「第50回あゆり祭」を開催します。「音楽祭・唄琴舞」へ出演したい、自分の作品を展示したい
という方は、受付期間内に矢吹町中央公民館へお申し込みください。

７月１６日(火)～８月１６日(金)　　
平日９時～１７時まで

中央公民館(KOKOTTO内)

第50回あゆり祭　参加申し込み募集第50回あゆり祭　参加申し込み募集

〈受付期間〉

〈受付場所〉

音楽祭・唄琴舞

第50回あゆり祭開催式
■日時：９日29日(日)　午前９時30分開演
■場所：矢吹町文化センター
■内容：第１部「開催セレモニー」
　　　　第２部「あゆり姫物語」公演
　　　　第３部「歌踊演舞一座　響ファミリー」公演

■日　時：11月３日(日・祝)　午前９時30分開演
■場　所：矢吹町文化センター
■対象者：町内在住、在学、在勤の方
■内　容：午前の部（音楽祭)　小・中・高校生又は一般の合唱団体など
　　　　　午後の部（唄琴舞)　舞踊、カラオケ、ダンス、バンドなど

展　　示

■日時：９月中旬～11月末まで
■場所：KOKOTTO　１Ｆ・２Ｆ
■内容：町内小・中・高校生サークル、
　　　　個人の文化活動発表

健康寿命を支える保険の入れ歯(アクリジェット)と
HAインプラント！

入れ歯・HAインプラントセンター  専門医

たまち歯科医院　院長 佐久間 弘
矢 吹 町 田 町 191-4 
☎0248（44）4889

　健康寿命とは、助けがなくても一人で身の回りの事が何
でも出来て、不自由なく生活できると言われる年齢です。
　歯が少なくなるほど認知症になりやすく、健康寿命も低
くなります。
男性は72.68歳、女性は75.38歳(2019年)
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三神小学校で租税教室を開催しました三神小学校で租税教室を開催しました
　三神小学校6年生を対象とした授業で税務課の職員が講師を務めました。
小学生にも身近な消費税を例にして税金の仕組みや役割、税金のなくなっ
た世界をテーマにしたアニメ放映とクイズを取り入れ、児童が楽しみながら
税に関する理解を深める授業を実施しました。

小学校　―学習支援―

「学校と地域に関するアンケート」

　町民の皆さんに地域と学校（園）の協働活動を紹介しています。
　このアンケートは、学校と地域についてご意見をお寄せいただき、よりよい教育活動につなげるために行
います。このアンケートはどなたでも回答できますので、ぜひご協力ください。
　次のQRコードを読み取ると、アンケートフォームにつながります。必要項目を入力後、送信してください。
◎アンケート受付期間：７月１日～８月20日

生涯学習課　生涯学習係　☎（21）9112問い合わせ

幼稚園　―学習支援―

地域とともにある学校  ～地域学校協働活動紹介～

地域のコーディネーターである地域学校協働活動推進員が関わった地域学校協働活動について、ご紹介いたします。

協力内容：和楽器体験（琴）
対 象 者：矢吹小　４年
協 力 者：初音会

協力内容：運動会
対 象 者：三神小　全児童
協 力 者：光南高校生　
　　　　　学法石川高校生

協力内容：書道指導
対 象 者：三神小　３・４年
協 力 者：矢吹町書道愛好会

学　校
の　声

今年度は写真部にも依頼し、競技中の
迫力ある写真や、子ども達の真剣な表
情の写真などよい写真をたくさん撮って
いただきました。準備や片付けまで、一
生懸命お手伝いしていただきました。

学　校
の　声

４年生の音楽の教科書にある「さくらさく
ら」を演奏することができ、子ども達はとて
も喜んでいました。準備などが大変だったこ
とと思いますが、実施していただきありがた
かったです。

学　校
の　声

３年生では、毛筆学習の初期として、
紙の折り方や筆の持ち方など基本的な
ところから見ていただき、子ども達に
丁寧に声を掛けていただきました。

協力内容：かけっこ教室
対 象 者：中央幼　年長
協 力 者：長谷川氏　小林氏

園の声
体幹を鍛えるような動きや走り方
のコツにつながるような動きをた
くさん教えていただき、子ども達
もたくさん身体を動かすことがで
きました。ぜひ、今後の保育にも
取りいれていきたいと思います。

学　校
の　声

雨天の中21名の6年生児童が矢吹町の貴重な
史跡をめぐることができました。酒井様には
何度もご協力いただき感謝いたします。

協力内容：史跡巡り
対 象 者：中畑小　6年
協 力 者：酒井氏

生涯学習課　生涯学習係　☎（21）9112問い合わせ
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公共下水道・農業集落排水

合併浄化槽

下水道の適正な使用について下水道の適正な使用について
上下水道課　上下水道係　☎（44）5152問い合わせ

　下水道は、家庭の台所・水洗トイレ・風呂や工場・事業所から出る汚れた水を、きれいな水にして川に流す施設であり、矢
吹町では、「公共下水道」と「農業集落排水」の2種類の下水道と「合併浄化槽」によって水質の保全に努めています。町の
水環境を守るため、各家庭での適正な下水道の使用をお願いします。

　町の中心部では「公共下水道」、農村部の集落では
「農業集落排水」によって汚水を処理しています。
　ご家庭の排水設備の不適正な使用は、下水道管のつ
まりや汚臭の原因になります。

　下水道区域内で浄化槽をお使いの方は、下水道に接
続してください。維持管理や、老朽化による更新費用な
どの問題が解決します。詳しくは上下水道課へお問い
合わせください。

　浄化槽は、「公共下水道」、「農業集落排水」以外の区域で使用さ
れ、各家庭の敷地内に設けられている汚水処理施設です。使用者に
は「法定検査」「保守点検」「清掃」の3つの義務があります。
①法定検査：浄化槽が適切に維持管理されているか、毎年1回行
われる定期検査（法定検査）が必要となります。
②保守点検：保守点検は定期的に行い、回数は処理方式や規模に
応じて規定されています。	保守点検は福島県知事の登録を受け
た浄化槽保守点検業者に委託契約（申し込み）をしてください。
③清　　掃：年1回以上の清掃が必要です。清掃は矢吹町長の許
可を受けた浄化槽清掃業者に委託してください。

　下水道管やポンプがつまる
　原因になります。

　水道メーターは、計量法によって８年（検定満期）以内
の交換が義務づけられています。
　上下水道課では、検定満期を迎える水道メーターの交
換作業を、７月～10月に行います。
　該当者には別途通知を送付しますが、交換作業中は一
時的に水道が止まりますので、ご理解とご協力をお願い
します。
●交換対象メーター
　令和７年（H37年）
までの期限のもので、
写真のようにシールで
表示しています。
（シール内表示　◯例　H37年9月）

●交換費用　無料

●交換業者　伊勢野商店、㈱薄葉電機商会、伸和建設
㈱、スズヨシ設備、成光興業、㈱円谷建業、㈲根本設備工
業、福田設備工業、㈱平成工業、㈲吉田設備、㈲渡邊電機

■内水ハザードマップの目的
　近年、下水道や水路などの排水施設の能力を超える局
地的で短時間の強雨が増加しており、内水による浸水被害
が発生していることから、町民のみなさまに「内水による浸
水」の正しい知識や浸水に対する円滑な避難行動及び防
災意識の向上に活用していただくために作成しました。
■内水による浸水とは
　短時間の大雨などにより、下水道・道路側溝・水路など
の排水施設から円滑に河川に排水できず、そこから雨水が
溢れだし浸水が発生することです。河川から離れた場所で
も発生するため、低い土地や地下通路などは注意が必要
です。
■掲載先
　矢吹町ホームページ内の矢吹タウンマップに掲載してお
ります。　
URL　https://www.mtc-service.jp/MapPocketBookPublicYabuki/

「水道メーター」交換のお知らせ「水道メーター」交換のお知らせ 矢吹町内水ハザードマップ矢吹町内水ハザードマップ
　　（浸水想定区域図）　　（浸水想定区域図）を策定しました！を策定しました！

Ｈ37年
９月

上下水道課　上下水道係　☎（44）5152問い合わせ

上下水道課　業務係　☎（44）5152問い合わせ

①油類を流さない
②野菜くずや食べ残しを流さない
③ビニール片や割りばし・つまよう
じを流さない
④薬品類を流さない
⑤髪の毛を流さない
⑥熱湯を流さない

●合併浄化槽設置のための支援制度があります
　公共下水事業及び農業集落排水事業の整備区
域以外の地域において、合併浄化槽を設置する場
合は、設置条件により補助金が交付されます。詳
しくは、上下水道課へお問い合わせください。

　汲取り便槽や単独浄化槽をご使用の方
は、合併浄化槽に切り替えてください。台所
や風呂場の排水がそのまま川へ流れ、水質
悪化の原因となります。
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国道４号　４車線化事業について国道４号　４車線化事業について
都市整備課　都市計画係　☎（42）2116問い合わせ

　5月24日、30日及び31日に、国道４号矢吹鏡石道路に係る住民説明会（国、福島
県主催）が開催されました。
　説明会では、国より、令和４年に開催された住民説明会における地域住民等か
らの要望を踏まえた「国道４号拡幅における変更計画」が、また、福島県からは「都
市計画道路変更」に係る説明が行われました。
　３日間の開催で、計122名の方が参加され、国の担当者から要望等を受けて見
直しを行った計画図面をもとに交差点や側道等の説明が行われ、地域住民、沿線地権者からは、事業の範囲やう回路、今
後の事業スケジュール等についての質疑応答等、事業推進に向けて有意義な意見交換が行われました。
　今後は、都市計画等の事務手続き完了後、詳細設計に向けた現地測量や詳細設計説明会を開催する予定であり、事業
の進捗に併せて適時、住民の皆様へお知らせしてまいります。

　5月9日、一般国道4号4車線整備促進期成同盟会の令和6年度通常総会が開催され、当
町からは副会長の蛭田矢吹町長、藤井議会議長が出席、本年度の事業計画等が承認され
ました。
　併せて、県内の国道４号線を所管する国土交通省東北地方整備局郡山国道事務所（野
中副所長）へ「国道４号西郷村・白河市・泉崎村・矢吹町・鏡石町区間の４車線整備の促進
について」の要望書を提出しました。
　当町からは、令和3年度より事業化された、町内から鏡石町を結ぶ「矢吹鏡石道路」（延長約4.8ｋｍ）
の早期の工事着手に向けての要望を行うと共に、住民説明会（５月末）における要望や提案等につい
て、住民に寄り添った丁寧な対応をしていただくよう要請しました。
　また、5月27日、本同盟会会長である鈴木白河市長、及び副会長の蛭田町長が、国土交通省東北地方
整備局（仙台市）の山本局長へ要望書を提出しました。
　会長である鈴木白河市長より、県内の未整備区間の早期事業化を要望、副会長である蛭田町長から
は、「矢吹鏡石道路」の早期着工、及び前回の説明会（令和４年度）で要望の強かった交差点の存続につ
いて、要望に沿った計画に見直しを行っていただいたことへの謝意を伝えました。

「矢吹鏡石道路」に係る住民説明会の開催

要望活動を実施

説明会の状況

一般国道4号4車線整備促進期
成同盟会より野中副所長（郡山国
道事務所）へ要望書を提出

山本局長（東北地
方整備局）へ要望書
を提出

　５月23日、矢吹町役場大会議室にて、「白河地
区交通安全協会矢吹支部第32回定期総会」が行
われました。
　総会には支部役員、来賓など21人が出席し、令
和５年度事業報告、収支決算報告、会計監査報告
並びに令和６年度の事業計画、予算について承認
されました。
　また、長年にわたり交通事故防止に積極的に尽
力されたとして、星

ほしただし

正さん、大
おおでら

寺孝
こうえつ

悦さんの２名が
功労賞を受賞
されました。

　このほど、佐
さとうゆたか

藤豊さん（善郷内・再任）の矢吹町交通教育専門
員委嘱状交付式が行われ、鈴木副町長から委嘱状が手渡され
ました。
　また、平成24年より12年間、交通教育専門員として、朝の児
童通学の見守りや各小学校での交
通安全教室でご活躍いただきまし
た藤

ふじいきよかず

井清和さん（花咲）が、５月31
日をもって退任されました。ありが
とうございました。

　交通教育専門員とは？
　交通安全に関する知識の普及や交通安全思想の高揚を
図るため交通安全教育活動や街頭活動、交通安全関係ボラ
ンティア団体の育成、指導を行っております。

交通安全協会矢吹支部交通安全協会矢吹支部
　　　　　　　定期総会　　　　　　　定期総会 交通教育専門員へ委嘱状交付交通教育専門員へ委嘱状交付
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夏
休
み
の
思
い
出
に
、親
子
で

す
て
き
な
押
し
花
う
ち
わ
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

  

日
時
　（
１
回
目
）７
月
27
日
㈯

  

　
　
　（
２
回
目
）８
月
17
日
㈯

　
午
前
10
時
～
正
午
　
全
2
回

  

場
所
　
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｏ

 

　
ア
ト
リ
エ

  

内
容

（
1
回
目
）自
分
の
好
き
な
花
や
植

物
で
押
し
花
を
作
ろ
う

（
2
回
目
）自
分
で
作
っ
た
押
し
花

で
世
界
に
一
つ
だ
け
の
う
ち
わ
を

作
ろ
う

  

講
師
　
奥
屋
か
ね
子
氏

 

（
矢
吹
町
在
住
）

  

対
象
　
保
護
者
と
子
ど
も

※
高
学
年
か
ら
は
一
人
で
参
加
可

  

参
加
費
　
一
人
５
０
０
円

 

（
2
回
分
）

  

定
員
　
15
名
　

  

持
ち
物
　
押
し
花
に
し
た
い
花
、

花
び
ら
、葉
な
ど
、図
工
用
は
さ
み
、

エ
プ
ロ
ン
、タ
オ
ル
、飲
み
物

  

申
込
み
　
７
月
４
日
㈭ 

９
時
～

問
　
矢
吹
町
中
央
公
民
館

 

（
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
内
）

☎（
42
）２
８
２
９

　
町
で
は
、町
営
墓
地
で
あ
る「
西

山
墓
園
」に
お
い
て
、墓
地
の
貸
付

申
込
み
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

  

申
込
資
格
　
矢
吹
町
に
住
所
を

有
す
る
方
、も
し
く
は
本
籍
を
有

す
る
方
。

  

申
込
方
法
　
役
場
受
付
に
備
え

付
け
の「
申
請
書
」に
必
要
事
項
を

記
入
押
印
し
、提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

  

貸
付
料

①
矢
吹
町
に
住
所
を
有
す
る
方
　

３
０
０
，０
０
０
円

②
矢
吹
町
に
本
籍
を
有
す
る
方
　

４
５
０
，０
０
０
円

＊
貸
付
料
は
、受
付
後
、町
か
ら
送

付
さ
れ
た
納
付
書
で
一
括
納
付
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

問
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
環
境
衛
生
係

☎（
42
）２
１
１
２

 

　
起
業
に
興
味
の
あ
る
方
や
起
業

し
て
間
も
な
い
方
を
対
象
に
、起

業
セ
ミ
ナ
ー
と
交
流
会（
交
流
会

は
自
由
参
加
）を
開
催
し
ま
す
。参

加
は
無
料
で
す
。

第
１
回
　
８
月
３
日
㈯

　「
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
起
業
」

第
２
回
　
８
月
31
日
㈯

　「
起
業
へ
の
５
ス
テ
ッ
プ
」

第
３
回
　
９
月
28
日
㈯

　「
初
め
て
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
」

第
４
回
　
10
月
26
日
㈯

　「
事
業
計
画
と
資
金
計
画
」

　「
先
輩
起
業
家
に
聞
く
」

  

会
場
　
白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ

人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

  

時
間
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

セ
ミ
ナ
ー
後
4
時
ま
で
交
流
会

問
　
産
業
サ
ポ
ー
ト
白
河

☎（
21
）８
９
９
５

  

職
種 

・
採
用
人
員 

消
防
職
員
　
８
名
程
度 

  

受
験
資
格

　
平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成 

19
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
。学
歴
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

  

試
験
日
時
、試
験
科
目

【
第
１
次
試
験
】 

９
月
22
日
㈰

教
養
試
験（
筆
記
試
験
）、消
防
適

性
検
査

【
第
２
次
試
験（
第
１
次
試
験
合
格

者
に
通
知
し
ま
す
）】

身
体
検
査
、体
力
検
査
、作
文 

、口

述
試
験

  

試
験
会
場

新
白
信
ビ
ル（
白
河
市
立
石
96
）
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教育振興課　学校教育係　☎（44）4400問い合わせ

第1３号

やぶきのき ょういくきょういく ※掲載は隔月ごとに小学校、中学校、
教育委員会が順番に記事を担当いた
します。

子どもの学びの習慣化のために
【学習習慣・生活習慣の確立】～家庭との連携を通して～

○提言１　家庭で勉強する習慣を
○提言２　健康な身体づくりに努め、元気なあいさつをする習慣を
○提言３　テレビやゲーム、スマートフォン、パソコンなどの使用はルールを決めて
○提言４　読書を楽しむ習慣を

矢吹町教育委員会
矢吹町ＰＴＡ連絡協議会
矢吹町つなぐ教育推進支援会議

４つの
提言

子どもたちの健やかな成長のために
【学習習慣・生活習慣の確立】　～家庭との連携を通して～保存版

⑭

　第13号は、矢吹小学校に関する記事です。矢吹町学校運営協議会の矢吹小学校部会（矢吹小学校・矢吹幼稚園）の取組
みについてご紹介します。

学校運営協議会の取組み ～できたら褒める～
　４月23日（火）に、第１回目の学校運営協議会	矢吹小学校区部会が行われました。幼稚園長・小学校長、保護者代
表、地域代表の方が集まり、学校の現在の課題と子どもたちのためにできることについて考え、今年度の３つのテー
マを決めました。

１　「あいさつの上手な子どもを育てる」
２　「本に親しみ、メディア使用の約束を守れる子どもを育てる」
３　「園・学校・町、そして自分が好きになる子どもを育てる」

◆「あいさつの上手な子どもを育てる」
　あいさつは社会生活を送る中で基本的なことであり、家庭でのコミュニケーションを図るためにもとても大切であ
るという意見が出ました。子どもたちが進んであいさつできるように、まずは、大人が手本を見せていくことが重要で
あることについて話し合いました。
◆「本に親しみ、メディア使用の約束を守れる子どもを育てる」
　今年度の矢吹小学校の合言葉である「まず宿題・その後ゲーム・できたら褒める」を幼稚園でも活用していくことと
なりました。大人から、「まずやることをやろう」という声かけや、できたことをしっかりと褒めることの重要性につい
て話し合いました。また、子どもたちの本離れが見られるので、水曜日のメディアコントロールデーの日には、家読（う
ちどく）を引き続き取り入れ、「やぶきのきょういく」４つの提言（提言３・提言４）にも力を入れていくことを確認しま
した。
◆「園・学校・町、そして自分が好きになる子どもを育てる」
　委員の方から、「矢吹町は親切に声をかけてくれる方が多い」「子育ても安心してできる」など、大人目線からの矢
吹町のよいところが出てきました。子どもたちにはわからない矢吹町のよさを発信することで、新たな気付きにつな
がり、矢吹町を好きになる子どもも増えていくのではないかという意見があり、そのためにも、保護者や地域の方か
ら矢吹町のよさをあつめ、どんどん発信していきたいと話し合いました。

　学校運営協議会は、この後も５回開催される予定です。実践
状況を確認しながら進めていき、３つのテーマの達成に向けて
取り組んでいきます。今後も、学校運営に地域の声を生かし、地
域とともにある学校づくり、特色ある学校づくりへと進めていき
たいと考えます。
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り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
と
な
る

「
保
険
料
免
除
制
度
」や
猶
予
と

な
る「
納
付
猶
予
制
度（
50
歳
未
満

の
方
）」が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
期
間
は
毎
年
7
月
か
ら
翌

年
6
月
ま
で
で
、「
本
人
・
配
偶
者
・

世
帯
主
」の
前
年
所
得
に
よ
り
審

査
さ
れ
ま
す
。な
お
、申
請
時
点
か

ら
過
去
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、将
来
の「
老
齢
基
礎
年

金
」や
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不

測
の
事
態
が
発
生
し
た
と
き
に
、

「
障
害
基
礎
年
金
」や「
遺
族
基
礎

年
金
」を
受
け
取
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
学
生
の
方
は「
学
生
納
付
特
例

制
度
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

  

申
請
先

・
役
場
総
合
窓
口
ま
た
は
白
河
年

金
事
務
所

  

申
請
に
必
要
な
も
の

・
基
礎
年
金
番
号
ま
た
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の
、本
人
確

認
書
類

・
失
業
に
よ
る
申
請
に
は
、「
雇
用

保
険
被
保
険
者
離
職
票
」ま
た
は

「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」が

必
要
で
す
。

●
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
た

電
子
申
請

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
方
は
、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で

電
子
申
請
が
で
き
ま
す
。詳
し
く

は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

s://w
w

w
.n

e
n

k
in

.
go.jp/tokusetsu/denshi_
kokunen.htm

l

問
　
日
本
年
金
機
構
白
河
年
金
事

務
所
　
☎（
27
）４
１
６
１

保
健
福
祉
課 

国
保
年
金
係

☎（
44
）２
３
０
０

　
“社
会
を
明
る
く
す
る
運
動“

と

は
、す
べ
て
の
国
民
が
、犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を

築
く
た
め
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。

矢
吹
町
で
は
、７
月
１
日
に
矢
吹

駅
で
白
河
地
区
保
護
司
会
矢
吹

方
部
に
よ
る
街
頭
啓
発
活
動
を
実

施
し
ま
す
。ま
た
、７
月
11
日
に
は
、

白
河
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
西
白

河
地
区
部
会
矢
吹
分
会
に
よ
る
社

会
福
祉
施
設
及
び
企
業
訪
問
を
行

い
運
動
の
啓
発
・
推
進
を
行
い
ま

す
。

　
堀
川
ダ
ム
の
自
然
に
親
し
む
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。参
加
は

無
料
で
す
。

  

日
時
　
７
月
27
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

  

場
所
　
堀
川
ダ
ム（
西
郷
村
）

  

内
容
　
ダ
ム
堤
体
内
の
ト
ン
ネ

ル
や
ダ
ム
操
作
室
の
見
学
、巡
視

体
験
、高
所
作
業
車
体
験
な
ど

問
　
県
南
建
設
事
務
所
　
管
理
課

☎（
23
）１
６
３
３

　
福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー

で
は
、身
近
な
河
川
等
で
の
水
生

生
物
に
よ
る
水
質
調
査
を
通
じ

て
、水
環
境
に
親
し
ん
で
も
ら
う

た
め
、「
せ
せ
ら
ぎ
ス
ク
ー
ル
推
進

事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。調
査

を
行
う
団
体
等
に
必
要
な
教
材

を
無
償
で
提
供
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。な
お
、詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
７（
61
）６
１
２
９

　
県
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
今
後

の
県
の
事
業
に
役
立
て
る
た
め
の

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。15
歳

以
上
の
男
女
２
，０
０
０
人（
無
作

為
抽
出
）が
対
象
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、調
査
用
紙
が
届
い
た

方
は
回
答
に
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問
　
県
庁
県
民
広
聴
室
　

☎
０
２
４（
5
２
１
）７
０
１
３

　
携
帯
電
話
の
新
し
い
電
波
利
用

開
始
に
と
も
な
い
、テ
レ
ビ
映
像

に
影
響
が
出
る
恐
れ
の
あ
る
一
部

地
域
の
ご
家
庭
に
チ
ラ
シ
を
配
布

（
必
要
に
よ
り
訪
問
）す
る
予
定

で
す
。

　
２
０
２
４
年
8
月
22
日
㈭
以
降

に
影
響
が
出
た
場
合
は
、(

一
社)

７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
利
用
推
進
協
会
が

無
償
で
回
復
作
業
を
行
い
ま
す
の

で
、左
記
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
テ
レ
ビ
受
信

障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

  

受
付
時
間
　
午
前
9
時
～

国
民
年
金
保
険
料
の

�

免
除
等
の
申
請
に
つ
い
て

ふ
く
し
ま
就
職
面
接
会
＆

企
業
説
明
会

納
税
通
知
書
の

　
発
送
予
定
日
に
つ
い
て

自
衛
官
各
種
採
用
試
験

お
知
ら
せ

広報やぶき 2024.７.１ ⑯

※
第
２
次
試
験
は
第
１
次
試
験
合

格
者
に
通
知
し
ま
す
。

  
受
験
手
続 

申
込
受
付 

７
月
1
日
㈪
～
８
月
15
日
㈭

午
前
８
時
30
分
～

 
午
後
５
時
15 

分

（
土
曜
、日
曜
、祝
日
は
受
付
事
務

を
行
い
ま
せ
ん
。）

　
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
消
防

本
部
及
び
各
消
防
署
に
準
備
し
て

あ
る
試
験
申
込
書
等
ま
た
は
、白

河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、必
要
事
項
を
記
載
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
に
よ
る
申
込
受
付
は
、８

月
13
日
㈫
消
印
有
効

問
・
申
込
先

〒
９
６
１
︲
０
９
７
５

　
白
河
市
立
石
山
15
番
地
１

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
消
防
本

部
　
総
務
課
総
務
係

☎（
22
）２
１
６
８

　
令
和
７
年
３
月
新
規
大
学
等
を

卒
業
予
定
の
方
、概
ね
35
歳
未
満

で
現
在
就
職
活
動
を
し
て
い
る
方

を
対
象
に
、県
内
企
業
と
の
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
。魅
力
あ
る
県

内
企
業
が
多
数
参
加
し
ま
す
。ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

  

日
時
　
８
月
７
日
㈬

午
後
１
時
～
３
時
30
分

～「
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
企
業
」を

中
心
に
県
内
企
業
１
５
０
社
が
参

加
予
定
～

  

会
場
　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し

ま
　
多
目
的
展
示
ホ
ー
ル
Ａ
・
Ｂ

  

そ
の
他

①
学
生
等
、求
職
者
の
方
の
参
加

申
込
み
は
不
要
で
す
。

②
郡
山
駅
西
口
か
ら
会
場
ま
で
、

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
予
定

で
す
。

③
参
加
事
業
所
は
７
月
中
旬
に
、

福
島
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

公
開
し
ま
す
。

④
実
施
内
容
等
詳
細
は
福
島
労
働

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

問
　
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課 

☎
0
２
４（
５
２
９
）５
３
９
６

  

主
催
　
厚
生
労
働
省
福
島
労
働

局
、福
島
県

  

共
催
　
郡
山
市

自
衛
官
候
補
生（
２
～
３
年
の
任

期
が
あ
る
自
衛
官（
士
）コ
ー
ス
）

  

応
募
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満
男
女

※
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま

す
。

  

試
験
日
・
会
場

　
受
付
時
又
は
自
衛
隊
地
方
協
力

本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一
般
曹
候
補
生（
部
隊
の
中
核
で

あ
る
曹
を
養
成
す
る
コ
ー
ス
）

  

応
募
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満
男
女

  

締
め
切
り

７
月
１
日
㈪
～
９
月
３
日
㈫

  

試
験
日

１
次
試
験
　

９
月
14
日
㈯
～
22
日
㈰
※
い
ず
れ

か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

２
次
試
験

10
月
12
日
㈯
～
27
日
㈰

※
い
ず
れ
か
1
日
を
指
定
さ
れ
ま

す
。

航
空
学
生（
航
空
自
衛
隊
パ
イ
ロ

ッ
ト
・
海
上
自
衛
隊
パ
イ
ロ
ッ
ト

養
成
コ
ー
ス
）

  
応
募
資
格
　

航
空
自
衛
隊

18
歳
以
上
24
歳
未
満
男
女

海
上
自
衛
隊
　

18
歳
以
上
23
歳
未
満
男
女

  

締
め
切
り
　

７
月
１
日
㈪
～
９
月
５
日
㈭

  

試
験
日
　

１
次
試
験
　
９
月
16
日
㈪

２
次
試
験
　

10
月
12
日
㈯
～
17
日
㈭

３
次
試
験（
海
）

11
月
15
日
㈮
～
12
月
11
日
㈬

３
次
試
験（
空
）

11
月
９
日
㈯
～
12
月
12
日
㈭

問
　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

白
河
地
域
事
務
所

☎（
24
）０
３
７
２

　
発
送
予
定
日
以
降
、順
次
発
送

さ
れ
ま
す
が
、お
手
元
に
届
く
ま

で
数
日
～
１
週
間
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ

い
。

※
郵
便
サ
ー
ビ
ス
の
変
更
に
よ
り
、

配
達
に
か
か
る
日
数
が
長
く
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ

さ
い
。

〇
介
護
保
険
料
　 

７
月
11
日
㈭

〇
国
民
健
康
保
険
税

 

　
７
月
12
日
㈮

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

 

　
８
月
１
日
㈭

　
国
民
年
金
保
険
料
は
毎
月
納

め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
が
、経

済
的
な
理
由
や
失
業
等
に
よ
り
納

付
が
難
し
い
場
合
は
、申
請
に
よ

福島県経営革新計画承認事業

訪問理美容

まごのて
ネットワーク

オシャレを楽しみ、

日々を笑顔溢れる人生へ

０２４８ｰ４２ｰ２２３９
【受付時間】 09：00～17：00（定休日：土日祝）

メールは24時間受付中！ info@magonote.asia

まごのて 検索

http://magonote.asia

自宅介護が困難な方ご相談下さい
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保健福祉課　健康増進係 ☎（44）2300問い合わせ

小児平日夜間救急外来のお知らせ
対象者
受付時間
診療日
診療場所

中学生（15歳）以下の子ども
午後7時15分～9時15分
平日（月曜日～金曜日）
白河厚生総合病院  小児科外来 ☎（22）2211

７月の休日救急医療当番医表（白河医師会） ●診療時間…午前９時～午後５時

診療日 小　児　科 電話番号 内　　　科 電話番号 歯　　科 電話番号

7日（日） わたなべ子どもクリニック 21-2166 かねこクリニック 24-3111 大栄歯科クリニック 22-2833

14日（日） ねもとキッズクリニック 21-5623 くにい増見クリニック 46-2258 海 野 歯 科 医 院 25-7474

15日（月） 樋口小児クリニック 42-2040 しらかわ腎泌尿器内科クリニック 24-2311 か た の 歯 科 医 院 22-8833

21日（日） みうら小児クリニック 28-1001 鈴木ホームクリニック 31-8181 国 馬 歯 科 医 院 45-2781

28日（日） にしごうキッズクリニック 29-8725 明 渓 醫 院 27-3060 斎 須 歯 科 医 院 32-4347

※急病患者の利用を原則としていますので、薬は1日分となります。
※翌日は、かかりつけ医の診療を受けてください。

日中から発熱など体調の悪い場合は、早めにか
かりつけ医へ診療時間内に受診してください。

診療前に白河厚生総合病院へ必ず電話をしてください

熱中症を予防しましょう！　その1
　熱中症は屋外だけでなく室内で何もしていないときでも発症し、緊急搬送され
たり、場合によっては死亡することもあります。熱中症について正しい知識を身に
付け、熱中症を予防しましょう。

・ 扇風機やエアコンで温度をこまめに調節する。
・ 斜光カーテン、すだれ、打ち水を利用する。
・ 室温は28℃を目安に調節する。

　室内では

・ 日傘や帽子を着用する。（帽子は時々はずして、汗の蒸発を促しましょう。）
・ 日陰の利用、こまめな休憩をする。
・ 天気の良い日は、日中の外出をできるだけ控える。

　屋外では

・ 通気性のよい、吸湿性、速乾性のある衣服を着用する。
・ 保冷剤、氷、冷たいタオルなどでからだを冷やす。

　からだの蓄熱を避けるために

・ 脱水状態、食事抜きといった万全でない体調で暑い環境に行くのは避けましょう。
・ 風邪による発熱、下痢、二日酔いの場合も、暑い環境での活動は控えましょう。
・ 肥満の人、小児や高齢の人、心肺機能や腎機能が低下している人、自律神経や循環機能に影響を与える薬を
   飲んでいる人は活動強度に注意しましょう。

　体力や体調を考慮しましょう

～日常生活での注意事項～

『熱中症警戒アラート』発表時には外出をなるべく控え、暑さを避けましょう！
※８月号で続き（その2）をお知らせいたします。

7
月
は
バ
ス
車
内

事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

�

月
間
で
す

広報やぶき 2024.７.１ ⑱

■
今
月
の
納
税
な
ど

固
定
資
産
税
…
…
…
２
期
分

国
民
健
康
保
険
税
…
１
期
分

介
護
保
険
料
…
…
…
１
期
分

■
７
月
農
業
委
員
会

　「
農
地
法
許
可
申
請
」

　
受
付
期
限
及
び
定
例
会

受
付
期
限
　
６
月
25
日
㈫

定
例
会
　
７
月
16
日
㈫

※
８
月
の
定
例
会
は
８
月
19
日

㈪
の
予
定
で
す
。申
請
受
付
期
限

は
７
月
25
日
㈭
と
な
り
ま
す
。

問
　
農
業
振
興
課
　農
業
委
員

会
事
務
局
☎（
42
）２
１
１
５

■
心
配
ご
と
相
談

日
時
　
７
月
９
日
㈫

　
　
　
午
前
９
時
～
11
時
30
分

会
場
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
相
談
室

問
　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
☎（
44
）５
２
１
０

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要

で
す
。

※「
吉
川
幸
雄
弁
護
士
相
談
」

も
午
前
９
時
か
ら
11
時
30
分

ま
で
行
い
ま
す
。

矢吹町内農産物等放射性物質検査結果のお知らせ
矢吹町放射能測定センターで測定しました町内農産物
の放射性物質の検査結果は次のとおりです。
●今月の検査で、検出限界値を超える農産物等はありませ
んでした。

検査日

測定は予約制となっておりますので、事前に申し込みをしてく
ださい。（☎29－8741）なお、測定できるものは一般流通物を
除く、農産物で、測定には１㎏（きのこに限り500ｇ）からの検
体が必要です｡

●食品衛生法に規定する基準値（平成24年４月～）

【野菜】スナップエンドウ、ブロッコリー
【山菜】コゴミ、タラノメ、フキ、サンショウ

区分 基準値
飲料水 10ベクレル（Bq/kg）
一般食品 100ベクレル（Bq/kg）

令和６年５月１日～５月31日　総数：６件

農業振興課　農政係　☎（42）2115問い合わせ

 

午
後
10
時（
年
中
無
休
）

☎
０
１
２
０（
７
０
０
）０
１
２

 

　(

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル)

右
記
に
つ
な
が
ら
な
い
場
合

☎
０
５
０（
３
７
８
６
）０
７
０
０

 

（
有
料
）

　
走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、転

倒
な
ど
思
わ
ぬ
ケ
ガ
を
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。お
降
り
の
際
は
、バ

ス
が
停
留
所
に
着
い
て
扉
が
開
い

て
か
ら
席
を
立
つ
よ
う
に
す
る
な

ど
、バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問

　東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
局
・

福
島
バ
ス
協
会
　

☎
０
２
４（
５
４
６
）１
４
７
８

■
献
血
日
程

献
血
日
　
７
月
16
日
㈫

時
間
・
会
場

①
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
昭
和
電
器
株
式
会
社

�

矢
吹
事
業
所

②
午
後
1
時
～
３
時

　
ア
ネ
ス
ト
岩
田
株
式
会
社

�

福
島
工
場
　

③
午
後
４
時
～
５
時

　
有
限
会
社
藤
井
製
作
所

農林業センサスの調査員活動にご協力ください！！
■農林業センサスについて
　農林業センサスとは、農林業の生産構造や就業構
造、土地資源など農林業・農山村の実態と変化を明ら
かにし、農林業施策の基礎資料となる統計を作成し、
提供することを目的に、５年ごとに国が行う調査です。
■調査に必要な調査員数（予定）　約40人
■募集人数　15人
■募集期間　令和６年８月30日（金）まで
■統計調査員の要件（下記のすべてを満たす方）
  • 責任をもって調査の事務を遂行できる者であり、原
    則20歳以上の者であること。
  • 秘密の保護に関し、信頼のおける者であること。
  • 選挙に直接関係のない者であること。
  • 暴力団員その他の反社会勢力に該当しない者であ
    ること。

■調査の流れ　①調査員説明会への参加
　　　　　　　②調査エリア・対象の確認
　　　　　　　③調査票の配布
　　　　　　　④調査票の回収・点検・整理
　　　　　　　⑤調査票の提出
　メインの業務は「③調査票の配布」「④調査票の回収・点
検・整理」となります。
■調査業務期間（予定）　令和６年１２月～令和７年２月
■報酬　約１～７万円　
　※調査区数、調査件数などによって変動します
　※国が示す基準により算定、左記は過去実績に基づく目安
■問い合わせ先　
統計調査員について興味がある方はお気軽に下記の連絡先
までご連絡をお願いいたします。

矢吹町役場　まちづくり推進課　協働推進係（矢吹町統計調査員協議会事務局）
電話番号	（４２）２１１２　FAX（４２）２１３８					E-mail	:	machizukuri@town.yabuki.fukushima.jp

【急募】
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ぐさを乗せる台座として味噌を使うのですが、火
傷の可能性があるため、敬遠する農家もいるのが
現状です。
　調査は５月から始まりました。山口県畜産試験
場研究報告を参考に、まずは牛ではなく牛革を使
用して、味噌とでんぷんのりを塗りその上にもぐ
さを乗せ点火し、お灸の最高温度・消火時の温度、
火傷の有無などの安全性を比較します。この調査
で問題がなければ、実
際に牛でお灸をします。
　これから卒業論文と
同時に就職活動もしな
ければならないのです
が、どちらも全力で取
り組みたいと思います。

　私は、畜産経営学科で肉用牛を専攻しています。2年生
で実施する卒業論文では、「黒毛和種繁殖雌牛への施灸
における接着材料の検証」と題し、調査をします。お灸は

人間だけでなく、繁
殖障害や下痢症な
どの牛にも薬を投
与せずに治すこと
ができるとされてい
ます。しかし牛での
一般的なお灸は、も

古
ふる

川
かわ

　人
と

和
わ

畜産経営学科　2年

Vol.41

でんぷんのりで作ったお灸
（試作品）

㉑

福島県立光南高等学校出場おめでとうございます

（敬称略）

第71回春季東北地区高等学校野球大会
◦野球部　　　主将	 須

す

藤
とう

　颯
はや

歩
と

第79回東北高等学校陸上競技大会
◦男子ハンマー投げ	 永

なが

井
い

　龍
りゅうた

汰
◦女子400ｍＨ	 白

しら

土
と

　　心
こころ

第74回東北高等学校柔道大会
◦男子60㎏級	 鈴

すず

木
き

翔
しょうたろう

太郎
◦男子73㎏級	 髙

たか

橋
はし

　初
かず

穂
ほ

◦男子90㎏級	 菊
きく

地
ち

　　隼
はやと

　６月８日、矢吹球場で「第15回福島県荒川博杯ティーボール大会」が
開催されました。県内のスポーツ少年団14チームが出場し、４年生以
下の選手が優勝を目指して熱戦を繰り広げ、大いに盛り上がりました。
　この大会は、元プロ野球選手の黒江透修さんを大会長に迎え、矢吹
町スポーツ少年団本部、NPO法人日本ティーボール協会福島県連盟
の主催により開催しているものです。
　今年優勝と準優勝のチームは８月20日に埼玉県所沢市にあるベ
ルーナドーム（旧：西武ドーム）で開催される全国大会に出場します。

第１５回福島県荒川博杯ティーボール大会が行われました

《試　合　結　果》　（　）内は市町村名
優　勝 チームあすなろ（石川町）
準優勝 チームあすなろＢ（石川町）

第３位
ＹＮＩスターズ（矢吹町・中島村・泉崎村）
小山田ソフトボールスポーツ少年団（郡山市）

ＹＮＩスターズ

まちの話題 YABUKI　TOWN  TOPICS
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　やぶき経営懇話会は地元企業への理解促進のため、やぶき企業ガイドブックを作成し、光南高校及び矢吹中学校
の生徒に寄贈しています。今年度は５月28日(火)に各校1年生に寄贈しました。
　光南高校では、表紙のデザインをした３年次中

なか

田
た

のぞみさん、生徒会長の白
しら

瀬
せ

羽
は

音
のん

さんにやぶき経営懇話会の水
戸会長、小板橋副会長が手渡し、白瀬生徒会長から御礼のことばがありました。
　矢吹中学校では１年生の朝

あさ

倉
くら

瑠
る

李
い

さん、星
ほし

凪
な

望
み

乃
の

さん１学年主任の前田教諭へ水戸会長、小板橋副会長が手渡
し、朝倉さん、星さんから御礼のことばがありました。
　今回作成したガイドブックの表
紙は、昨年度アートファクトリー部
の中田さんが、この世界には様々
な人々がいること、様々な仕事が必
要とされていることを、表紙を８分
割し多業種を動物で描き、表情や
ポーズ、色の配置を工夫することで
表現し、制作したものです。

　５月22日、一般社団法人日本食農連携機構と矢吹町との間で、食
と農を通じて地域の課題解決と地方創成の一層の推進を図ること
を目的として、包括連携協定の締結のため、機構の増田理事長が来
町し、調印式を行いました。
　今後、「農業における担い手育成・販売促進・新商品開発等振興に
関すること」等に連携・協力して取り組んでいくこととしております。

　町では、総務省が推進する
「地域活性化起業人制度」を活
用し、新たに２名の方が着任い
たしました。今後お二人には、そ
れぞれが持つ民間企業のノウ
ハウや知見を活用して、町政の
発展にご協力をいただきます。

　５月30日、矢吹ロータリークラブより、矢吹ロータリークラブ創立40周年記念事
業として、矢吹町の教育振興のため役立てていただきたいと、食育をテーマとした
図書「今こそ食育！心と体を育み命を伝える」を、町内各小学校にご寄附いただきま
した。
　贈呈式には横

よこ

山
やま

栄
えい

子
こ

会長らが出席され、大杉教育長より感謝状が贈られました。
　ご寄附いただいた図書は、全児童に配布し、食育への理解を深めるために活用さ
せていただきます。

日本食農連携機構との包括連携協定締結について

地域活性化起業人が着任しました

矢吹ロータリークラブより図書の寄贈

やぶき経営懇話会より「やぶき企業ガイドブック」の寄贈

⑳

宮
みやもとりょうへい

本涼平さん（写真	右）
みらい株式会社より
・所属部署：企画・デジタル推進課
・業務内容：官民連携事業の施策提案、
　　　　　地域活性化の推進等

温かいご支援ありがとうございます

飯
いいづかりょうたろう

塚遼太朗さん（写真	左）
株式会社アグリメディアより
・所属部署：農業振興課
・業務内容：農業観光、交流の促進など
　　　　　農業振興に関すること
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ま
つ
か
さ
川
柳
会

穏
や
か
な
暮
ら
し
に
愚
痴
を
言
う
平
和

　
　
　
　
　和
子

言
葉
出
ず
笑
う
ほ
か
な
し
老
い
仲
間

　
　
　
　
　
　聖

日
本
の
平
和
寿
ぐ
陽
の
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　フ
ミ
子

正
月
の
平
和
を
地
震
ぶ
ち
壊
し

　
　
　
　
　
　
　
　カ
ツ
エ

日
々
平
和
春
に
な
っ
た
よ
福
寿
草

　
　
　
　
　
　
　加
音
子

株
安
で
貧
乏
揺
す
り
が
止
ま
ら
な
い

　
　
　
　
　
　忠
山

赤
旗
を
振
っ
た
青
春
こ
そ
ば
ゆ
い

　
　
　
　
　
　
　志
ろ
う

断
捨
離
に
心
が
揺
れ
る
形
見
品

　
　
　
　
　
　
　
　政
巳

安
静
に
気
に
な
る
朝
の
血
圧
計

　
　
　
　
　
　
　
　徳

人口� 16,939人
男� 8,439人
女� 8,500人
世帯数� 6,400世帯

※　広報に掲載している毎月の現住人口は、県が公表す
る「福島県の推計人口」（国勢調査を基に算出）を転載
しています。

　人口と世帯　　令和６年５月１日現在の現住人口

矢吹町の

う ご き
●「誕生｣・｢結婚｣・｢お悔やみ」について、
　広報への掲載を希望されない場合は
　窓口への届出の際にお申し出ください。 (５月届出分・敬称略）

㉓

※
「
ま
つ
か
さ
川
柳
会
」
は
、
３
月
に
解
散
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
最
後
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。

　
　
長
年
、
広
報
掲
載
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

カルチャー情報

地
区
公
民
館
企
画
展
示

「
魅
惑
の
蝶
と
甲
虫
展
」

　
こ
と
ぶ
き
大
学
７
月

　
　
　
　
本
講
座
の
お
知
ら
せ

《
ふ
る
さ
と
の
館
》
の
展
示

《
あ
ゆ
り
館
》
の
展
示

　
お
話
会

　
移
動
図
書
館
車

　
　
　
「
よ
む
よ
む
」
巡
回
日

　
両
会
場
の
開
催
期
間

　
本
の
寄
贈

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
夏
休
み
手
作
り
絵
本
教
室
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　今夜は七夕。しゅうくんが笹につるした短
冊を引っ張ると、短冊といっしょに星の子の
ぴかすけが落ちてきました。天に住む星の
子は、みんなの願いが叶うよう応援してくれ
るのです。急に雨が降り出すと、天に帰れな
いと言ってぴかすけが泣き出してしまい…。

押川理佐 作／一條めぐみ 絵／世界文化社

『たなばたのよるのともだち』おすすめ！

今月の絵本

　朝、お客さんのいない水族館を見回りし
ているのは、水族館のお医者さんです。お医
者さんは病気を治すだけでなく、えさの準
備や水槽掃除、イルカショーに出ることもあ
ります。水の中に暮らす生きものたちへの
治療についても知ることができる、絵本です。

『すいぞくかんの　おいしゃさん』
大塚美加 文／齋藤槙 絵／福音館書店

☎
42
‐
4
5
0
6

第
76
回
レ
ン
ズ
を
通
し
て
み
る

作
品
展《
矢
吹
カ
メ
ラ
愛
好
会
》

今
回
の
展
示
は
、矢
吹
カ
メ
ラ

愛
好
会
の
写
真
展
で
す
。

　
今
年
で
32
年
を
数
え
る
本
会
は
、

60
代
～
90
代
の
会
員
16
名
が
、年

２
回
の
作
品
展
示
、年
１
～
２
回

の
撮
影
会
及
び
年
１
回
の
講
師
を

迎
え
て
の
勉
強
会
を
通
し
て
、活

発
に
活
動
を
進
め
る
仲
間
で
す
。

　
今
回
は
、自
由
テ
ー
マ
で
会
員

14
名
の
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
が
、

40
点
以
上
並
び
ま
す
。

各
会
員
の
感
性
が
切
り
取
っ
た

瞬
間
や
光
景
を
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

矢
吹
町
　
こ
と
ぶ
き
大
学絵

画
部
展

今
月
の
展
示
は
、こ
と
ぶ
き
大

学
絵
画
部
の
作
品
展
で
す
。

　
60
代
～
80
代
、平
均
年
齢
75
歳

の
11
名
で
、月
２
回
の
定
例
会
を

中
心
に
、創
作
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。「

こ
と
ぶ
き
」と
い
う
年
齢
に
負

け
る
こ
と
な
く
、意
欲
的
に
活
動

し
て
い
る
成
果
を
、作
品
を
通
し
て

発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
期
間
】　
６
月
30
日
㈰
～

�

７
月
21
日
㈰

【
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
企
画
展
最
終
日
は
午
後
３
時
に

閉
館
）

【
休
館
日
】　
毎
週
月
曜
日

【
入
場
料
】　
無
料

☎
42
‐
2
8
2
9

　
福
島
昆
虫
フ
ァ
ウ
ナ
調
査
員
の

田た

口ぐ
ち

四し

十と

三み

さ
ん
を
は
じ
め
と
す

る
、愛
好
家
の
み
な
さ
ん
の
標
本

展
で
す
。

矢
吹
町
や
福
島
県
、さ
ら
に
全

国
各
地
の
蝶
や
甲
虫
の
標
本
が
並

び
ま
す
。

ま
た
、期
間
中
の
7
月
14
日
㈰

に
は「
親
子
自
然
観
察
教
室
」も
開

催
し
ま
す
。併
せ
て
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

【
期
間
】　
～
８
月
４
日
㈰
ま
で

【
場
所
】　
K
O
K
O
T
T
O

　
　
　
　�

町
民
交
流
ホ
ー
ル

【
開
館
時
間
】　

（
月
～
土
）

　
午
前
９
時
～
午
後
９
時
30
分

（
日・祝
）

　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

【
休
館
日
】　
7
月
15
日
㈪

【
期
間
】　
７
月
16
日
㈫

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら

【
場
所
】　
K
O
K
O
T
T
O

　�

ホ
ー
ル

【
内
容
】　

こ
と
ぶ
き
大
学
創
立
50
周
年
記
念

講
演

【
講
師
】　
矢
吹
町
中
央
公
民
館

　�

古ふ
る

市い
ち

正ま
さ

雄お

館
長

「
祝
こ
と
ぶ
き
大
学
創
立
50
周
年

学
級
生
の
み
な
さ
ん
へ
の
エ
ー
ル
」

☎
44
‐
3
5
9
5

【
日
時
】　
７
月
24
日
㈬

　
　
　
　
７
月
31
日
㈬

�

午
後
２
時
～
４
時

【
会
場
】　
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
１
階

マ
ル
チ
ル
ー
ム

※
小
学
校
を
通
し
て
申
込
書
を
配

布
い
た
し
ま
す
。２
日
と
も
参
加
で

き
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

お
話
会
の
時
間
は
約
30
分
程
度

で
す
。随
時
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。

「
な
か
よ
し
お
は
な
し
会
」

※
幼
児
・
小
学
校
低
学
年
を
対
象

に
お
話
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】　
７
月
13
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

【
テ
ー
マ
】　
星
の
お
は
な
し

【
会
場
】　
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
２
階

�

会
議
室

「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」の

�

お
は
な
し
会

【
日
時
】　
７
月
25
日
㈭

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
　

【
対
象
者
】　

　
　
０
～
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

【
会
場
】　
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
２
階
　

会
議
室

【
日
時
】　

７
月
９
日
㈫
　
ひ
か
り
保
育
園

　
　
　
　
　
　
中
畑
小
学
校

　
　
10
日
㈬
　
野
の
は
な
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「田植え体験」が　　開催されました「田植え体験」が　　開催されました

PDF版「広報やぶき」の「矢吹町のうごき」欄では、
個人名の掲載を控えさせていただいておりますので、
ご了承ください。



〒969‒0296 福島県西白河郡矢吹町一本木101　
TEL 0248（42）2117 ／ FAX 0248（42）2587
E-Mail　soumu@town.yabuki.fukushima.jp

Facebook
公式アカウント

矢吹町役場 総務課

矢吹町 検  索 www.town.yabuki.fukushima.jp

YouTube
公式チャンネル ＬＩＮＥ

印刷／矢吹タイムス印刷

古紙パルプ配合率60%再生紙を使用しています
環境にやさしい植物油インキを使って印刷しています

スマートフォンアプリ
でも「広報やぶき」を
ご覧になれます

　「へんてこ山の物語」で雪の中にいる雪だるまを
楽しい気持ちで描きました。
　たくさんの動物を描くのがむずかしかったです。
次はもっと上手に描けるようにがんばりたいです。
　将来の夢は、ケーキ屋さんになることです。
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(矢吹小学校５年生)
制作時は４年生
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作品について一言

今月のやぶきっ子

～交通安全を心がけよう～～交通安全を心がけよう～
　各小学校の鼓笛パレードは、交通安全に対する意識
を高めるため、毎年交通安全運動の一環として行われ
ています。
　鼓笛パレードは５月30日に矢吹小学校、６月５日に
三神小学校、６月６日に中畑小学校で実施され、児童
約300名が参加し、各校とも校歌や様々な音楽を力強
く披露しながら交通事故防止を訴えました。

矢吹小学校矢吹小学校

中畑小学校中畑小学校三神小学校三神小学校

町内３小学校で鼓笛パレードが開催されました


